
中学生になった君たちに 

          出典：朝日新聞(1989 年 4 月 7 日)社説 

 新学期だ。小学校から大学まで、大勢の１年生が誕生した。そのなかで、今日

は中学校の１年生になった君と、話したい。 

 少しおとなの仲間入りしてみたい,,,君はいま、こんな気持ちじゃないだろうか。

この間までの小学校と違って、たしかに中学生はおとなへの第一歩だ。男子なら

半ズボンをはかなくなる。女子なら、そう自分専用のシャンプーがほしくなると

か。だいいち、遊ぶ場所の入場料なんかも、こども料金ではなくなる。 

 小学校では、受け持ちの先生が、国語も算数も社会も教えてくれた。中学は、

科目ごとにべつの先生が教える。算数は数学に図画工作は美術に名前が変わり、 

内容もむずかしい。英語の授業もはじまる。 

 範囲がひろがるのは、教室の勉強だけではない。たとえばサークルの活動でも、

小学校のように先生が１から１０まで指導するとはかぎらない。生徒どうしで相

談して、練習を進めることだって、ふつうだ。それだけ生徒は信頼されているの

だし、その分、責任もあるわけだ。 

 友だちがなにかいけないことをしたとする。「先生にいいつけるよ」と小学校

の、とくに低学年のときには、みんなが言った。もう、いつもいつも、そんなわ

けにはいかないだろう。 

 先生に解決してもらった方がいい問題もあるが、中学校の生活では、自分たち

の責任で判断しなければならないことも、しだいに多くなってくる。それが、お

となになっていく、ということでもある。 

 責任を持つ。自分で判断する。それは、実際はなかなか大変だと思う。「自分

の頭で」きちんと考えなければならないからだ。 

でも、君にはぜひ、そうしてもらいたい。例をあげて話してみよう。 

 「あいつはクライ」という。「あの子はむかつく」という。中学校では、そん

な言い方がしょっちゅうだし、小学校にも伝染している。けれども、ちょっと待

ってくれ。「クライ」だの「むかつく」だのと、君が「自分一人で」感じたこと

なのかどうか。「みんなが言うから」それに合わせて言っているのではないか。

だんだん、みんなが言うのをやめ、君が最後の一人になっても、「自分の責任と

判断で」、相手にむかって堂々とそう言えるか。 

 そこのところを考えてほしいと思う。 

 いじめの問題もそうだ。 

 大勢の「いじめっ子」が、弱い一人を寄ってたかっていじめている。または、

助けもせず、黙って見ている。これが、いま学校で起こっているいじめだ。みん

ながいじめるから、いじめる。そこに、自分の考えはない。 
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＊お願い 下欄の《ひとこと》の欄に、保護者の方の 「意見・感想・質問」等をご返信くだ

さい。週明けに生徒に持たせてください。 
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 「大勢」の一人が君だとしたら、見ているのが君ならば、君は自分を正しいと

考えるだろうか。むかしは、こうゆう行動を「ひきょう」と言った。 

 自分だけが目立つと、上級生に「なまいき」だといじわるされる。そこで一年

のときは、できるだけ地味にする。そのかわり、二年になったら一年にいじわる

する。かなり多くの学校で、そんな話を聞く。 

 だれかがやめなくては、このバカげたくり返しはとまらない。自分の頭で考え

られる人間ならば、やめる努力はできる。 

 以上の話を一年生の君にしてきた。しかし、君がかりに二年生であっても、三

年生でも、同じことをいいたいと思う。 

 二年ならもっと、三年ならさらに、この話を理解でき、実行できるはずだか 

ら。 

☞ 保護者の皆様、ひとこと返信、ご協力ありがとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会の練習が始まります。確認お願いします。→必ず記名を！ 

・汗を拭く「タオル」を必ず持たせてください。 

・爪を切りましょう。（運動時、長いと危険です！） 

・汗をかいた時用の着替え Tシャツや靴下を用意しましょう。 

（白のワンポイントなら可能です。数枚持たせてください。）  

） 

 

 

 

 

・運動会の練習が始まります。 

 

ハンカチ・タオル・ランチマット・白衣の洗濯（3 班で

した）・連絡袋の確認引き続きよろしくお願いします。 


